
愛媛県四国中央警察署協議会会議録 

(令和４年度第１回) 

 

日

時 
令和４年６月 23日（木曜日) 午後２時 30分～午後５時 15分 

出

席

者 

１ 警察署協議会 

  協議会委員６人 

２ 警察署 

  署長以下 11人 
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１ 署長挨拶 

 本日はお忙しい中、令和４年度第１回四国中央警察署協議会に出席い 

ただき、誠にありがとうございます。また、委員の皆様におかれまして 

は、平素から四国中央警察署の活動に対しまして、深いご理解・ご協力 

を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 ご案内のとおり、新型コロナウイルス感染症が未だ終息していないこ 

とから、本日は、感染防止に細心の注意を払い実施致します。 

 さて、今回の諮問事項につきましては、事前にお伝えしているとおり、 

「交通死亡事故を抑止するための方策について」であります。委員の皆 

様から、忌憚のないご意見・ご要望をお願い致します。 

 

２ 業務推進結果、業務推進計画の説明 

  令和４年２月から５月までの業務推進結果、令和４年６月から９月 

までの業務推進計画について、各課長が報告、説明した。 

 令和３年度第１回協議会において質疑のあった国道11号バイパスの 

渋滞緩和策として、路面のカラーリングを実施したことについて報告 

した。 

 

３ 質疑応答、意見要望等 

⑴  委員（質疑） 

県警が現在取り組んでいる「大人も手を上げよう」運動に関 

して、四国中央署が６月１日に委嘱式を行ったとのことである 

が、どのような団体に広報啓発委員を委嘱したのか。 

回答 交通課長 

      道路横断中の交通事故防止を図ることを目的に、今般、管内



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議

事

概

要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の企業、事業所、各地区交通安全協会など幅広い業種を選定し、

計 26団体に対し、委嘱状を交付している。 

⑵  委員（意見） 

 以前は国道 11号バイパスで渋滞になっていたことが市議会 

でも取り上げられていたが、道路のカラーリングなどの対策の 

結果、現在は地域からの苦情もなくなり、大変ありがたいと感 

じている。 

⑶  委員（質疑） 

 四国中央署の庁舎は、年数も経過していると思われるが、耐 

震補強工事などは必要ないのか。 

   回答 会計課長 

      当署の庁舎は平成４年に建てられているが、愛媛県の耐震基

準は満たしていることから、現状では必要ないと考えている。 

⑷  委員（質疑） 

    昔は、子供がいたずらでやるような万引きが多かったと感じ 

ているが、現在は、子供がやる万引きと高齢者が生活に困って 

やる万引きのどちらのケースが多いのか。 

  回答 刑事課長 

     当署では、子供の万引きはほとんどなく、圧倒的に高齢者の

ケースが多い。しかも、そのほとんどがお金を持っているのに

万引きをしているケースで、万引きをした理由も、「お金を使

うのがもったいなかった。」というものが多かった。 

⑸  委員（意見） 

 「大人も手を上げよう」運動に関し、車を運転するドライバ 

―の危機意識を高めるためにも、ドライバーへの啓発の強化も 

必要だと思う。運転免許の更新の機会や人が大勢集まるイベン 

トなどの機会を利用して啓発すればよいのではないか。 

⑹  委員（要望） 

 性犯罪が増加しているとのことだが、四国中央署は女性の刑 

事が１名しかいないようであることから、積極的に女性を配置 

してもらいたい。 
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４ 諮問及び答申 

諮問 答申 

死亡事故を抑止するための方

策について 

○ 道路を横断する高齢者は黒

っぽい服装の方が多い。交通

弱者である高齢者を中心に、

ドライバーに認識されるよう

な服を着用するよう啓発する

機会を作ってはどうか。 

〇 横断歩道の白線の薄いとこ

ろが多いので、優先順位の高

いところから修復していただ

きたい。 

〇 横断歩道にただ白線を引く

だけでなく、例えば蛍光色を

加えるなど、可能な範囲で目

立つ工夫をしてはどうか。 

〇 横断歩道で手を上げること

に抵抗がある大人が多いと思

うので、大人が手を上げやす

くさせるグッズのようなもの

を取り入れてはどうか。 

〇 横断歩道付近にドライバー

の目につきやすい、子供が描

いた絵などを置いて注意を喚

起してみてはどうか。 

〇 先日、30km/h規制の道路で

取り締まっているのを見かけ

たが、事故を減らすためには

交通量の多い幹線道路等での

取締りを増やした方が効果的

ではないか。 

〇 子供から言われれば、大人

もやろうと思うので、子供の

自転車安全運転教室などの機

会に、子供から親に横断歩道

で手を上げるよう働きかけて
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みてはどうか。 

〇 警察官が横断歩道の近くに

パトカーを止めて交通監視し

ている姿をよく見かけるが、

あれはドライバーに緊張感を

持たせるので、非常に良い。 

〇 高齢者の中には、道路を通

行中に予測不能な行動をする

ことが散見されることから、

一般のドライバー向けに、交

通安全教育用のシミュレータ

ーなどで危険予測をさせるよ

うにしてはどうか。 

  

５ その他 

  協議会終了後、委員６人は、署員の被留置者戒具施用訓練を視察した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議会開催状況 


